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1．はじめに
　インドネシアスマトラ島リアウ州にある自然林・観光林それに植林会社の産業人工林が複合した
領域（78万ha）が、”UNESCO　Wild　Life　Reserve”として登録されました。ここを拠点として、京都
大学G－COEプロジェクト1）、インドネシア科学院そしてリアウ大学による文理融合の共同研究が始
まりました。
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図1　東南アジア地域
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図2．　スマトラ島リアウ生物圏
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スマトラ島の真ん中、州都ペカンバルの近く、シンガポールからは直線で2百キロメートルのとこ
ろにあります。ここは、本年5月にギアムシアクケシル・ブキバツ生物圏保護区としてユネスコの
ワイルドライブに登録されました。2つの自然林保護区からなるコアゾーン（18万ha）、アカシア・
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したものである。
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グラシカルパを植栽している植林地からなるバッファーゾーン（22万ha）、主として油ヤシの農業
地からなるトランジションゾーン（34万ha）で、全部合わせて70万ha日本の府県を2つくらい合
わせた面積になります。
2．リアウの大地
　リアウ州の海寄りの地域は、大半が泥炭湿地に覆われた湿地帯です。水の中に死んだ植物が堆積
し、腐らずに何メ』トルも、何百メートルも積もっています。この堆積層の上に大地が存在します。
リアウ州だけで泥炭湿地は400万ha（京都府の約ユO倍の面積）存在します。インドネシアには、
日本のような四季はありませんが、乾季（4月～9月）と雨季（10月～4月）があります。乾季のと
きに川や湖の水位は低くなり、雨季では高くなります。泥炭由来の褐色の水なので川底は見えませ
ん。川幅も狭く、両岸の植物が川面をおおうように繁茂しています。
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　乾季では表層の有機物が乾いた状態にあるため、ヒトは火をつけて表層を燃やし、油ヤシ（オイ
ルパーム）を植えます。乾季のリアウはどこも煙たく、滑走路が見えないために、航空機が飛行場
に着陸できないことも度々あります。インドネシア全土の野焼きによって生じる二酸化炭素放出量
は、地球の全炭素放出量の15％を占めています2〕。
　泥炭湿地の水を抜いたり、木を切ると、水位だけでなく地盤の沈下が進みます。木を切りすぎる
と、水がなくなり、土壌の急激な酸化が起こります。鉄をはじめとする様々な無機栄養素が固定さ
れて植物が吸収できなくなります。そうなると、樹木はもちろん、植物が育たなくなります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ85iピ眈仙。g　　　　∴．．二．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一舳㎞200副
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図7．天然林（Core　area）1二編く湖の水位
　日本にも泥炭湿地は存在します。もともと関東平野も泥炭湿地でした。神奈川県横須賀、鎌倉周
辺から東京湾岸に沿って大田区、目黒区、江東区、千葉県内房まで深さ数百m～千mの地下に、泥
炭湿地が分布しています。蒲田の銭湯では、地下より汲み上げ、黒湯温泉（ナトリウムー炭酸水素
塩・塩化物冷鉱泉）として利用しています。火山性の温泉とは異なり、古生代に埋もれた草や木の
葉の成分が地下水に溶け込むことによりできた冷鉱泉です。
3．リアウの森林
　インドネシアには、2，250万haの泥炭湿地が存在します。人為的に火災によって排出される二酸
化炭素は、毎年14億トンに達しています。ここに存在する炭素が全て燃やされると2，000億トンに
上るという試算があります。インドネシアのスマトラ島では、日本のバブル期1980年代に急激に森
林破壊が進行しました。現在は、中国の急速な経済発展により、インドネシアボルネオ島やパプア
ニューギニアの森林が違法伐採により、今後20年のうちに破壊されつくすシナリオが憂慮されてい
ます3〕。
　私はリアウ生物圏保護区の中の自然林には3回入ったことがあります4〕。自然林であるにもかか
わらず、直径が1メートルを超えるような大木は見られませんでした。百メートルごとに、川岸に
は掘立小屋があり、自然林の奥地に歩いて入れる道ができています。道には平板が置かれていて、
湿地の泥道でもスイスイ歩けます。木を違法伐採している者が平板を施設したものらしいそうです。
木材は自転車に乗せてこの道を走り、川岸で船に積み換えて外に運び出すそうです。
　ヒトは、森林を伐採し、木材で家を建て、木を燃やしてエネルギーに変え、更には陶器を作るた
めに大量の木材を消費してきました。森林破壊は急激に進み、1万年前に約100億ha存在した森林
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は、現在はその3分の1（34億h。）に減少しています。森林破壊には、様々な民族紛争や南北問題
そして経済問題や貧困が根底にあります。グローバルな経済発展とともに、東南アジアの森林は安
価なバイオマス資源として利用され、破壊されてきたと言えます。従って地球上の森林は、先進国
と発展途上国とで状況が異なっています。先進国では、森林面積は少しずつ増えています。例えば、
ヨーロッパ、米国、オーストラリアや日本はその典型です。東アジアの韓国や中国も微増の傾向に
あります。しかしながら、発展途上国では森林は激減しています。自然林の伐採とくに違法伐採
（iuega11ogging）が顕著です。その大半が、地球上で最も植物の成長が盛んな赤道直下の地域で
す。途上国における森林減少劣化の防止による排出削減策（REDD）の具体的な構築が望まれていま
す。
　　インドネシアでは、現在100余りの森林会社（公社形態のものと株式会社がある）と100近い
森林コミュニティ（規模はかなり小さく、50世帯から500世帯で構成されている）があり、森林公
社の1割程度は日本の府県に匹敵11幾幾↑予；、1　産ヨ
の部門も有しています。大半の森　　｝　　　〔遷　．。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田‘、　　・・洲一ノ　　　　　　㎜　、㎜～呵休会社は・もともと一次林を伐採　　　メ　ミ　、、一一逸続1業線∵噌く’山@鐵鮒、
深され尽くしたために、植林を始　　　　　　　…　？
めたのが森林会社となっています。　：竈｝　　㌧㌧　1　　　　　　）一ミー山一’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　●●一一■●・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　一一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対スマトラ島リアウ州には、主とし　　三＝’o　　　　　　　　　11　・　＼≡　・‘・て1・の植林会社があ1ま丸／ア落。・タマ∵帯、抽・一
ウ生物圏はアララアバディ社の
植林地に属しています。　　　　　　　　　　　図6．リアウ州森林会社
4．文理融合の研究
　自然林を囲む紙パルプ用の植林地は、油ヤシのプランテーションに変わりつつあります。地域に
住むコミュニティにとっては、紙パルプ用の木を植えるよりも、油を生産する油ヤシ（オイルパー
ム）を植える方が儲かるためです。大まかな計算ですが、収入は倍以上違います。油の付加価値が
高いのではありません。紙の値段が安すぎるのです。輸出する紙パルプの価格は日本の商社が決め
るため、現地のパルプ会社は何もできないと言います。せいぜい出荷量を抑えるくらいの抵抗だと
嘆いています。
アカシアプランテーション（1ha）の場合：
　木部の生産量160m3／5年：250，000ルビア／㎜3
　160m3×250，000ルビア／60ケ月＝
　　　800，OOOルビア（8，O00円／月
図8．アカシアのプランテーション
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油ヤシプランテーション（1ha）の場合＝
　1，500ルビア／kgオイルパーム果実
　1，500ルビアX1，600kg／月＝
　　　2，400，000ルビア（24，000円）／月
図9．油ヤシのプランテーション
　日本の大学では膨大な量の紙を大量に消費しています。京都大学で納入している紙の価格は、A4
版1枚あたり0，476円です。この価格が十倍になれば、紙を大切にする気持は強くなると思います。
植林地の人々（コミュニティ）の収入も増えるでしょう。植林も勢いつきます。例えばですが、日
本における紙の価格が10倍上がると、どのような効果が生じるでしょうか。
　泥炭湿地に植林し、それによって維持される大切にする国際的な施策も考える必要があります。
私たち理系の研究者は、他の部局の文系の研究者と自然科学や社会的科学を議論することがありま
す。泥炭湿地や森林破壊は、社会的な問題が根底にあるためです。残念なことに、京都大学の中で
話をしている限りでは、文系と理系は言葉（専門用語を含めて）さえも通じ合わないのが現状です。
そこで、スマトラ島リアウ生物圏の中で共同研究を行いながら、文理融合の新しい展開を試みてい
ます。これは実験です。
5．炭素の循環
　私たちが生きている地球上で、動物・植物・微生物の生命体は現れて消える循環を繰り返してい
ます。全ての生命体は同じような有機化合物すなわち炭素分子から作られ、その炭素が循環してい
ることになります。森林は炭素のシンク
畿㌶練線ぐ　　　藷
㌫㌫練二算∴圏　　　　鯛脊
ネルギーにも利用され、最後は分解して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多種な生舗⑳業表
二酸化炭素になります。この二酸化炭素
が再び樹木に吸収され、利用されれば、
炭素は理想的に循環されることになり
ます。
　東南アジアでは、自然林からの違法
な伐採が続いています。加えて、大規
模な植林地では必ずしも持続的な森
林・林業がなされていません。人々の
C02　　　炭裏⑭電標
菱・菱効
図5．炭素の循環
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暮らしも厳しく、社会的な問題を考えざるを得なくなります。
　インドネシアでは、早生樹を植林した人工林を産業林として、産業と森林環境の両立に努めてい
ます。植林会社は、紙・パルプ原料や木材原料にすることを目的として早生樹を植えています。し
かしながら、自然林の乱伐・盗伐はどんどん進行してるのが現状です。乱伐の後は、樹木よりも現
金収入に結び付くバナナやマンゴーを植えたり、オイルパームのプランテーションに変わろうとし
ています。かつて豊富な森林に覆われていた地域は、人間活動が森林を絶やし、農地化、都市化、
荒廃地化、砂漠化へと変遷しつつあります。
6．森をとりもどすために
　地球上に現存する森林30億haは、50億haまで拡大可能であると考えられています。植林した
人工林を持続的な産業林にし、伐採と植林をセットにしてパルプ、建材、エネルギー等に利用する
ことが考えられます。しかしながら、毎年大気中に排出される化石燃料由来の炭素60億トンを直ち
に産業林に吸収させることは現在の科学では不可能です。従って、地球温暖化問題は、植林によっ
て直ぐに解決できませんが、炭素の循環は植林によってのみ可能であることも事実です。樹木は二
酸化炭素を吸収して成長するためです。もともと地球は、光合成生物が出現して二酸化炭素を有機
物に換え、その代わりに酸素を放出し、現在のように、多様な生物が棲息できるようになったもの
です5）。
　植林のために、優れた樹木を育種改良する努力も続けられています。経済効果の高い樹木を植林
することが望まれています。ひとつひとつの樹木の成長、植物の成長、雨のデータ、いや海の動き
が森林再生に係わっています。持続可能な森林の管理技術も必要です。はじめにはランダムに見え
た様々な研究分野の知が意外なところでつながっており、それを構造化・組織化する作業が必要で
す。これまでは森から木を切り出して利用する人類繁栄のためのサイエンスだったように思います。
21世紀からは、森を取り戻して生物共存を可能にする資源持続のためのサイエンスが必要です。
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